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公
立
高
校
無
償
化
に
伴
う
私
立
高
校
に
対
す
る
施
策
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

二
月
四
日
付
の
質
問
主
意
書
に
お
い
て
「
『
公
立
無
償
・
私
立
有
償
』
の
影
響
で
、
私
学
へ
の
入
学
希
望
者
減
少
の
影
響
も

現
れ
、
公
私
の
格
差
感
は
拡
大
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
」
等
、
私
立
高
校
へ
の
対
応
が
不
十
分
で
あ
る
旨
の
質
問
を
し
た
。

そ
の
後
、
共
同
通
信
に
よ
る
と
「
高
校
授
業
料
無
償
化
の
一
環
で
、
国
が
四
月
か
ら
私
立
高
生
を
対
象
に
支
給
す
る
予
定
の

就
学
支
援
金
（
年
額
約
十
二
万
〜
二
十
四
万
円
）
に
つ
い
て
、
知
事
選
直
後
で
対
応
が
未
定
の
長
崎
県
を
除
く
四
十
六
都
道
府

県
が
低
所
得
世
帯
の
生
徒
を
中
心
に
上
乗
せ
支
給
す
る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

二
月
十
二
日
付
の
答
弁
書
に
よ
る
と
、
「
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
学
校
教
育
に
お
い
て
私
立
の
高
等
学
校
が
果
た
し
て

い
る
役
割
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
今
後
と
も
、
そ
の
教
育
に
係
る
経
常
的
経
費
へ
の
支
援
を
含
め
、
私
立
の
高
等
学
校
に

お
け
る
教
育
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

今
回
の
都
道
府
県
の
上
乗
せ
支
給
に
つ
い
て
、
国
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
う
の
か
、
政
府
の
意
向
を
問
う
。

二

ま
た
、
京
都
は
年
収
三
百
五
十
万
〜
千
二
百
万
円
の
世
帯
に
、
埼
玉
と
岐
阜
は
年
収
五
百
万
円
未
満
の
世
帯
に
、
徳
島
は

年
収
二
百
五
十
万
円
以
上
六
百
九
万
円
未
満
の
世
帯
に
も
支
給
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

一



こ
の
よ
う
な
状
況
と
な
っ
た
原
因
は
、
「
低
所
得
者
」
を
「
年
収
二
百
五
十
万
円
」
と
し
た
基
準
が
低
す
ぎ
た
の
で
は
な

い
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。

三

二
月
十
二
日
付
の
答
弁
書
に
「
『
私
学
の
就
学
支
援
金
を
犠
牲
に
し
て
公
立
高
校
の
無
償
化
を
実
現
し
た
』
と
の
御
指
摘

や
、
『
公
立
高
校
と
私
立
高
校
の
学
費
格
差
が
よ
り
鮮
明
に
な
っ
た
と
い
え
る
』
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
も
の
と
考
え

て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
あ
る
。

今
回
の
都
道
府
県
の
上
乗
せ
支
給
を
受
け
て
、
こ
の
指
摘
に
つ
い
て
改
め
て
政
府
の
見
解
を
問
う
。

右
質
問
す
る
。

二


